
 

 

【ねらい】 講義及び小学校教諭の保育園における長期社会体験研修の実践発表を通して、幼児

教育と小学校教育との学びの連続性を意識した接続についての理解を図る。 

【実践発表】 「育ちと学びをつなぐ ～ちからの源、賀露のみ・そ・あ・じ～」 
    発表者 鳥取市立賀露保育園 副園長  松田 真奈美 氏 
          鳥取市立賀露小学校 教 諭   星見  志暢 氏 
 
 

【参加者の感想】 
◇ 幼保小連携というと接続期をイメージするが、０歳から小学６年生まで 

  の１２年間、接続を意識して保育を行うことが大切なのだと実感した。 

◇ 小学校への準備として今を過ごすのではなく、「今」を大切に、 

  思ったことが伝え合えるような対話の力や考える力を乳幼児期から育てたいと感じた。 

◇ 園と小学校がお互いに、ねらいやめざす子どもの姿を明確にもちながら連携を進めていくことが大事だ

と感じた。どのような姿をめざして保育をしているかを小学校に知らせ、小学校の先生とどのような力を

身につけていくべきかを話し合い、共通の意識をもって連携していきたい。 

日時：平成２９年８月９日（水） 場所：福祉人材研修センター 

平成２９年度 第３回東部地区幼稚園教員・保育教諭・保育士等の合同研修会 

 幼保と小学校の学びをつなぐ 

「深い学び」 

【講義・演習】  「幼保と小学校の学びをつなぐ」  

            岐阜聖徳学園大学 教育学部   教授  西川   正晃 氏 
 

①幼稚園教育要領等の改訂（定）から見えてくる幼保小連携のポイント 

「学びに向かう力」を育てる活動の充実 

 

 

 
 改訂（定）で示された「幼児教育において育みたい資質・能力」の、特に「学びに向かう力・人間性」を小学校へ

つないでいくことが求められる。そのためには、豊かな環境や対話の中で主体的に遊ぶことを通して、意欲、興

味・関心をもち、粘り強く、仲間と協調して取り組む力や姿勢を育成していくことが求められる。また、これらの力や姿勢

は年長児だけで育つものではなく、乳幼児期から育んでいくことが大切である。 
 

②新幼稚園教育要領等がめざす幼保小の連携とは 
互恵性  交流活動が連携の目的ではない。交流活動の意義の見直しと、ねらいの明確化を幼保小双方が図る。 

日常性  接続期だけでなく、すべての年齢・学年の「今」の育ちを大切にする。また、連携の取組が双方の生活の

中に根付いた取組になっているかが大切。 

必要性  幼児期から小学校のスパンで育てたい子どもの力を見極め、子どもたちの成長に必要な取組を行う。 

連続性  双方がお互いの学びの本質を理解・共有し、乳幼児期からの学びを小学校以降で発揮できる接続期の

カリキュラムの編成とその基盤となる「学びに向かう力」の涵養を行う。 

松田副園長 

 星見教諭と話し合い、「育ちをつなぐ、めざす子どもの

姿」を作成。また、研修生の受け入れをきっかけに、賀露

地区の連携体制を整えることができた。（保育園・小学校・

公民館との話合いの会、小学校教諭の保育体験など） 

星見教諭 

 一人一人が安心感をもち、新し

い人間関係を築くことをめざし、

幼児期の学びを生かしたスター

トカリキュラムを編成・実践。 

保育者が対話を通して、子どもの発想を

豊かにしたり、考えを深めたりすること。 
子どもがおもいしろいと感じたり関わったりしたくなる素材

をふんだんに用意すること。すなわち、環境を豊かにする。 

「対話的な学び」 「主体的な学び」 

幼保小でめざす姿を

共有し、学びに向かう

力を長いスパンで育
てていきましょう。 

2年生と学校探検 

生活科「ともだちたくさんつくろう」 

http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=47700

